
平成３０年度　佐賀市立循誘小学校　学校評価結果

１　学校教育目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
（左記の理由）

具体的な改善策･向上策

●学力の向上

・スキル学習を通して、基礎・基本の定
着を図る。
・個に応じた指導の充実や、わかる授業
の継続に向けた指導方法の工夫・改善
を推進する。

・スキル学習での正答率を平均85％以上に
し、全員100％になるまで繰り返し取り組ませ
る。
・日々の授業改善に努め、児童の学びの質
を高める。
・児童の実態に即してTT・少人数指導を取り
入れ、きめ細かな指導を行う。

・週２回のスキルタイムを継続的に実施し、
状況を記録する。
・全職員による学力向上に向けた研究授業を
行う。教科の幅を拡げ、「思考過程の可視
化」、「評価基準の共有化」をキーワードに実
践を重ねる。

B

・算数スキルタイムについては、今年度内容を学年ごとに精査し、およそ１ヶ月
前に学習した内容を順次出題するようにした。正誤の結果だけではなく、解くの
にかかった時間も記録させて自分の学習をふりかえることができるようにした。
・全職員が二学期までに提案授業を終えた。「思考の可視化」のためにオリジ
ナルの思考ツールを使うことが増えた。「評価基準の共有化」については、本校
児童に定着しつつある。
・学力の二極化と共に学びに向かう意欲にも大きな差が出てきている。

・学習への意欲を高めるため「わくわく感」をキー
ワードにした授業づくりを行っていく。

・スキルタイムについては、学力調査の分析で明
らかになった本校の課題をもとに、重点事項の復
習に特化していく。

●教育の質の
向上に向けた
ICT利活用教育
の実施

・教育活動全般での利活用を進める。

・１日１時間以上は、ICTを活用した授業を行
う。

・教育効果が高かった実戦を共有する。

・日常の授業で、学習理解に効果的なICT利
活用を継続して行う。
・ICT支援員の協力を得ながら、ICT利活用に
ついての職員研修を行い、日頃の悩みや疑
問など、出し合い、有効活用の在り方を再検
討する。

B

・日々の授業で、デジタル教科書やデジタル教材などを活用した授業実
践をすることができた。また児童の興味や関心を高めるために、自作の
教材を準備し、実践することができた。
・ICT支援員と協力して、授業におけるICT利活用の方法について検討す
ることができた。教育活動に効果が高かった実践を共有する時間を確保
することが不十分であった。長期休業中に共有する時間を確保していき
たい。

・ICT機器のよさを積極的に取り入れるとともに、
アナログ教材のよさも改めて考えたい。

・研修時間を確保し、職員のICT活用能力をさら
に高めていく。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
（左記の理由）

具体的な改善策･向上策

●心の教育
・道徳性の様相である、道徳的心情と道
徳的実戦意欲・態度を養う。
・情操教育を進める。

・学級担任全員が年１回以上授業参観にお
いて、授業公開を行う。

・読書に親しむ機会を増やす。

・人権・同和教育の視点を踏まえた道徳教育
を実践する。
・生徒指導の観点に照らした道徳教育を実践
する。
・善行を奨励し、児童や職員で認め、素直な
心を育てる活動（名人の木）を継続して行う。
・低中高の発達段階に応じた年間読書量の
目安を示し、達成者は表彰を行う。

B

・生徒指導の観点を踏まえ，「善悪の判断」「節度・節制」「相互理解」「友
情・信頼」等の道徳科の授業を全学級が授業公開することができた。ま
た，聴覚障害のある方をゲストティーチャーとして招待し，講話をしてい
ただいたことで児童の人権に関する意識が高まったと考えられる。
・善行を奨励し，全校放送で児童を認めることができた。昨年度に比べ，
認められる児童に偏りが見られ，減少したことは課題である。
・低（90冊）中（110冊）高（120冊）以上を多読賞として表彰した。全校児童
の多読賞の達成者数は206名（53.4％）であった。より多くの児童に本を
奨励していきたい。

・「出番・協働･承認」をキーワードに、子どもの自
尊感情を高めるよう教育活動を見直していく。

・善行紹介は「名人紹介」として、質を上げながら
継続していく。

・図書館まつりを中心にしたイベントを工夫し、多
読賞達成率を高める。

●いじめ問題へ
の対応

・いじめや問題行動の早期発見・早期対
応を行う。

・いじめ０を目指す。
・児童の困り感に寄り添う教育相談を実施す
る。
・全児童が笑顔ある学校生活が送ることがで
きるように、保護者との連絡を密にしながら、
問題の早期発見・解決を図る。

・２ヶ月に一回全児童へは「月のこころ」アン
ケート、全保護者へは「いじめ・命を考える
日」アンケートを実施し、即解決に向け全職
員で対応する。
・気になる児童の言動については、連絡会で
生徒指導主任から報告をし、全職員で情報
を共有しながら、対応を検討・決定する。

B

・「月のこころ」「いじめ・命を考える日」アンケートは計画通り実施し、各
事案については、即解決に向け全職員で対応することができた。また、
全保護者にたいし、全てのアンケート事案に対する回答を、学校からの
お便りとして、配布することができた。
・生徒指導事案１２６（１／１１現在）全て、管理職と連携しながら、職員連
絡会等で全職員に報告し共有をはかることができた。

・｢生徒指導」「教育相談」「特別支援教育」「人権･
同和教育」を統合した、「子ども支援部」を創設
し、子どもの情報を一括管理、共有できるシステ
ムを作る。
・毎月の児童アンケート、2ヶ月に1度の保護者ア
ンケートは継続する。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
（左記の理由）

具体的な改善策･向上策

●体力の向
上

・外遊びを奨励する。

・体育授業の工夫・改善を行う。

・縦割りグループ（なかよしグループ）
での外遊びの工夫・改善を行う。
・全学年「体つくり運動」領域の授業実
戦を計画的に行い、児童と運動を密に
する。
・体力運動能力調査８項目のうち４項
目以上で県平均を上回る。

・縦割りグループの外遊びの内容を
「体を動かす」観点で再検討し、改善を
図る。
・体育科授業についての研修を行い、
体育科授業における「体力の向上」に
ついての共通理解を図り、授業実戦を
重ねる。

B

・縦割りグループでの遊びの時間は、雨天時以外をすべて外遊びとし、
鬼ごっこや長縄跳びなどの体を動かす遊びを取り入れた。
・全国学体研に向け、器械運動領域における授業の進め方を全職員で
確認した。準備運動では、主運動につながる運動を取り入れて行うよう
にした。
・体力調査において、県平均を男女共に４種目以上で上回った学年は、
１学年であった。

･体育の授業では、全学年めあて学習を進める。
ファイルを購入し、ワークシートを用いて、学び方
を定着させる。

・たて割り活動では、6年生リーダーを中心に遊
びを工夫させ、運動の楽しさを味わわせる。

●健康教育・
食育

・望ましい生活習慣の形成を図る。

・食物アレルギーに対する意識を
高め、緊急対応力を培う。

・朝食喫食率を９０％以上にする。
・給食残滓率を平均１％（1㎏あたり10
ｇ）未満にする。

・教職員全員が「エピペン」操作ができ
る。

・「早寝・早起き・朝ごはん」の定着を図るた
め、保健便り発行を中心とした保護者啓発を
行う。
・食事調査や給食指導、給食便りを通して、
「食」と「健康」を意識させ、「食への感謝」の
心を育てるとともに、正しい食生活を身に付
けさせる。
・年度当初に全職員悉皆研修を行い、模擬
操作を行う。

B

・朝食喫食率は９０％には届かなかった。
・残食率は１％未満にはできなかった。
・給食便りや給食委員会からの放送・発表などを通して、感謝の心や正
しい食生活を身に付けさせるように呼びかけた。
・６月と１月に全校児童を対象に生活アンケートを実施した。その結果を
保健便りに掲載し、早寝・早起き・朝ごはんについて保護者啓発を行っ
た。
・４月の職員研修で配慮を要する児童を確認するとともに、エピペン演習
を行った。

・給食、保健担当で「朝ごはんプロジェクト」を進
め、朝食喫食率88.3%を目指す。

・講師を招聘し、アレルギー対応、感染症対応の
職員研修を実施する。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
（左記の理由）

具体的な改善策･向上策

〇危機管理
・安全教育・防災教育を推進し、自
分の命は自分で守る意識を高め
る。

・防犯ブザーの所持率を85％以上に
する。
・集団一斉下校の集合時間15分以内
を毎回達成する。
・集会活動後、体育館から教室まで無
言で移動する。

・集団一斉下校日など、定期的に防犯
ブザーの所持状況を確認する。
・集会活動後の退館は、避難訓練と同
様の扱いであることを理解させ、徹底
する。

C

・集団一斉下校日は避難訓練と同様の扱いとして、事前放送をし、実施
することができた。集合してからは無言で行動することの徹底が課題で
ある。
・全校で防犯ブザーの所持率６８％で、目標に届かなかった。定期的に
防犯ブザーの所持状況を確認するチェックができなかった。集団一斉下
校の際、学年下校の際、必ず防犯ブザーチェックを位置づけて、実施す
ることが課題である。
・集会、朝会後の退館は、概ね無言で実施できた。

・保護者のお迎え訓練を平日に実施し、危機管
理能力を高めていく。
・防犯ブザーについては、下校指導で確認するよ
う徹底していく。
・全校一斉下校は年6回とし、見守り隊だけでな
く、保護者の引率参加も促していく。

〇働き方改革
・教職員一人一人の働き方改善に
対する意識を高め、業務の「ムリ、
ムダ、ムラ」（３ム）を無くす。

・一人一人が校務分掌を「ムリ、ムダ、
ムラ」の視点で校務分掌を見直し、改
善点を１つは提案する。

・時間外業務時間60時間以上の割合
を年間9％にする。

・管理職や学年部代表、級外代表でメ
ンバーを構成した「カエル会議」を年4
回行い、教職員「全員」で業務改善を
目指す。

C

・「カエル会議」は計画通り実施し、学校のムリ、ムダ、ムリを洗い出し、
改善点を提案できた。本年度中にできなかったこともあったので、次年度
の年間計画にも反映させていきたい。

・「働き方改革」で最も重要なことは、職員一人一人が自分の働き方を見
直していくことであるが、そこが十分に浸透できていなかったため、60時
間以上の時間外勤務者の目標には到達できなかった。

・目指す教師像に「ワークライフバランスのとれる
教師」を加え、全職員で「働き方改革」を目指す。
・職員のタイムマネジメント力を高めるため、退勤
時間予定を毎日、記入する。
・教務主任をリーダーとして、「働き方改革」を継
続し、教育活動全般の「ムリ･ムダ・ムラ」をなくし
ていく。

〇安全管理 ・施設設備の安全確保に努める。

・各担当が責任をもって毎月はじめに
安全点検を実施する。
・報告があった箇所については、速や
かに修理・改善を行う。

・各担当の場所だけでなく、破損したり安全面
で不備が見られたりする箇所については随
時報告することを共通理解する。
・学校事務員との連携を密にし、即修繕・改
善を行う。

A

・安全点検簿を作成し、毎月初めに点検を行うことができた。

・毎月の点検で挙がった個所は、係と事務室ですぐ確認を行い、計画的
に改善をした。

・全職員で校内の施設設備の点検を行い、安全
の確保に取り組む。

・年度当初に安全点検の観点について職員に共
通理解を図り、周知しておく。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
（左記の理由）

具体的な改善策･向上策

●は共通評価項目のうち必須項目、○は共通評価項目、◎は本年度新設評価項目

４　本年度のまとめ

・多くの項目でB基準以上を達成できた。特に、「本校継続教育課題」については達成度が高かった。全職員が学校課題を認識し、日々の教育活動で工夫した取り組み
ができたためだと考える。
・「働き方改革」については、課題も残っている。一人一人の「働き方改革」への意識を高めることが大切である。引き続き努力を続けたい。

②心づくり

教
育
活
動

③体づくり

２　本年度の重点目標

「学び合い　心豊かに　さわやかに」
－知・徳・体の３つのHを磨き・伸ばす－

〇学び合う子〈HEAD：自ら知を磨く〉
 　〇心豊かな子〈HEART：自ら徳を磨く〉

  　　 〇さわやかな子〈HEALTH：自ら体を磨く〉

①〈徳磨き・心磨き〉豊かな心・恕（思いやりの心）をはぐくむ教育の推進
②〈知磨き〉自ら努力し、学ぶ喜びを味わう児童の育成
③〈体磨き〉たくましく自らを伸長する児童の育成
④〈開かれた学校づくり〉郷土のよさを感じ、ふるさとを愛する児童の育成
⑤〈教師力の向上〉児童を学びに向かわせ、意識高く、高きに和する職員集団へ
　○「循誘小働き方改革」の始動

３　目標・評価

①知づくり

教
育
活
動

教
育
活
動

④危機意識づくり

学
校
運
営

⑤本校継続教育課題

教
育
活
動

〇生活規律の確立
・靴並べ、名札着用、無言掃除、あ
いさつが進んでできるようにする。

・４つの項目すべてにおいて、学校全
体平均達成率を85％以上にする。

・毎月の全校朝会で、「循誘小学校の
きまり」を確認し、指導する。
・定期的に調査点検を行い、結果を共
有しながら定着に繋げる。

・月のめあて、長期休業前の全校指導は、体育館でプロジェクターを使
い、全て可視化することで児童にわかりやすく指導できた。
・月１回調査した年間平均が、「名札」着用率９５．３％、「靴並べ」率９７．
５％となり、目標を大きく上回り目標達成をすることができた。「無言掃
除」、「あいさつ」はおおむね達成することができた。立ち止まってあいさ
つすることの定着化が課題である。

・「あいさつ」「くつそろえ」「無言掃除」を「循誘っ
子しぐさ」として、さらに定着させていく。

・「子ども支援会議」で子どもの状況、家庭の状況
を共通理解して、全職員で指導に当たるようにす
る。

〇幼保小中の連携

・幼保小の連携協力を密にする。
・城東校区地域教育推進プロジェ
クトを推進する。

A

B

・校区内の幼稚園・保育所の年長児と
本校１・２学年児童とで互恵性の高い
交流活動を行う。
・プロジェクト４部会の交流を密にしな
がら、小中連携を計画的に行う。

・計画を立て、互いに訪問する。
・「えがお」「わくわく」を有効に活用す
る。
・各部会での取組、実施状況、成果を
共有し、改善を図る。

・幼保連携については、引き続き相互訪問、交流
を行っていく。情報交換を蜜に行うことで、子ども
の円滑な入学につなげる。

・城東プロジェクトの各部会の活動を全職員が理
解して、連携を強化していく。

・１年生は、幼保との円滑な接続のため、４・５月にかけて「えがお・わくわくプロ
グラム」を活用した授業実践を行った。
・校区内の幼保（錦華幼稚園・藤影幼稚園・城東保育所）との連携を図るため、
夏休み中に２３人の職員が訪問し、園児の実態をつかんだり、園職員との交流
を図ったりすることができた。本校１・２年生と校区内の幼保年長児が（10月・11
月・12月・１月・２月)に交流活動を行った。幼保と小学校それぞれにとって実り
ある活動となった。
・城東プロジェクトの部会において計画した行事（中学校体験入学・ようこそ先
輩）を実施し、６年生が安心して中学校へ進学できるような支援を行うことがで
きた。

・フリー参観デーを中心に学校公開を行い、保護者や地域の方にも広く
参加いただいた。また、校長ブログや学校便りを中心に学校の様子を計
画的に公開することができた。
・学校アンケートのご意見をもとに、学校運営改善に努めることができ
た。
・2年生の生活科「町探検」の学習で、地域の方からお話を聞いたり、3年
生の総合的な学習では、「恵比寿ステーション」の方をお呼びして、えび
す像の歴史等について詳しく学んだりすることができた。

学
校
運
営

〇開かれた学校づくり ・開かれた学校づくりを推進する。

・積極的な学校情報を発信し、保護
者・地域との連携を密にする。
・保護者アンケートを実施し、学校運
営改善に生かす。
・地域の「人・もの・こと」を取り入れた
教育活動を推進し、ふるさとを愛する
心情を育む。

・校長ブログの日々更新、年6回の学校公
開、月2回の学校便り発行、ほぼ毎日のHP
更新を行う。
・「よりよい学校にするためのアンケート」を実
施し、学校運営改善に生かす。
・生活科、社会科、総合的な学習の時間を中
心に地域材（人材）を活用した学習をしたり、
地域行事へ参画したりする。

A

・４月提案ほぼ計画どおり研修会を開催することができた。
忙しい中、校務分掌に応じて、研修会講師を依頼した先生方の熱心な講
話等、指導により互いに学び合うことができた。

・各学年で郷土学習を継続して実施し、ふるさと
のよさを味わわせる。

・地域の行事（ふれあい祭り、文芸賞等）への積
極的な参加を児童に促していく。

◎教師力向上 ・自律的に学ぶ教職員の育成

・多様な児童、保護者に対応できる学
習指導力、生徒指導力、保護者対応
力等、これからの時代に求められる教
育実践力の理解と実践を促す。

・昨年度から実施している校内自主研
修会「笑美素の会」の内容を見直し、
月１回程度実施する。

・職員が講師となるミニ研修は、継続して実施す
る。互いに学び合う職員集団を作り、若手教員の
資質向上を目指す。

A

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

資


